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川
駅
北
口
～
国
営
昭
和
記
念
公
園
砂

川
口
駐
車
場〔
お
お
む
ね
10
分
間
隔

で
運
行
。
往
路
は
午
前
10
時
始
発
、

復
路
は
午
後
６
時
最
終
〕

　

運
行
時
刻
表
・
バ
ス
乗
り
場
な

ど
、
く
わ
し
く
は
立
川
商
工
会
議
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
HPh

ttp
://w

w
w

.
tach

ikaw
a.or.jp

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

　

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
回
遊
性

向
上
の
た
め
、
サ
ン
サ
ン
ロ
ー
ド
を

活
用
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
社
会

実
験
を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
左
地

図
の
場
所
に
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
大
道
芸
、
軽
音

楽
の
演
奏
な
ど
も
行
い
ま
す
。

時
11
月
30
日（
土
）正
午
～
午
後
８
時

場
立
川
駅
北
口
サ
ン
サ
ン
ロ
ー
ド

（
左
地
図
参
照
）

問
立
川
商
工
会
議
所
☎（
５
２
７
）

２
７
０
０
、
市
ま
ち
づ
く
り
調
整

課
・
内
線
２
７
３
２

　

市
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、

生
産
緑
地
地
区
変
更
案
の
縦
覧
と
意

見
書
の
提
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

意
見
書
は
縦
覧
期
間
中
に
直
接
ま

た
は
郵
送（
消
印
有
効
）で
、
都
市
計

画
課（
市
役
所
2
階
）へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

●
縦
覧　

時
12
月
6
日（
金
）
～
20

日（
金
）〔
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
〕

場
都
市
計
画
課（
市
役
所
2
階
）

●
意
見
書
記
載
事
項　

①
宛
て
名

（
立
川
市
長
宛
）②
標
題（「
生
産
緑
地

地
区
都
市
計
画
案
に
関
す
る
意
見

書
」な
ど
）③
日
付
、
住
所
、
氏
名
④

意
見

問
都
市
計
画
課
・
内
線
2
3
6
7

●
縦
覧　

時
11
月
25
日（
月
）
～
12

月
16
日（
月
）、
午
前
9
時
30
分
～
午

後
4
時
30
分（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）場
市
環
境
対
策
課（
市
役
所
2

階
）、
都
環
境
局
都
市
地
球
環
境
部

環
境
都
市
づ
く
り
課（
都
庁
）、
都
多

摩
環
境
事
務
所
管
理
課（
錦
町
）

●
閲
覧　

時
11
月
26
日（
火
）
～
12

月
15
日（
日
）〔
月
曜
日
を
除
く
〕▽

火
曜
～
金
曜
日
＝
午
前
10
時
～
午
後

7
時
▽
土
曜
・
日
曜
日
＝
午
前
10
時

～
午
後
5
時
場
市
中
央
図
書
館

　

な
お
、「
都
民
の
意
見
を
聴
く
会
」

は
、
本
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価

書
案
縦
覧
と
併
せ
て
募
集
し
た
都
民

の
意
見
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
た
め
、

開
催
し
ま
せ
ん
。

問
都
環
境
局
都
市
地
球
環
境
部
環
境

都
市
づ
く
り
課
☎
0
3（
5
3
8
8
）

3
4
4
0
、
市
環
境
対
策
課
・
内
線

2
2
4
8

　

市
は
、
来
年
度
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
課
税
に
必
要
な
評
価

額
を
決
め
る
た
め
、
新
築
や
増
築
し

た
家
屋
と
土
地
の
現
況
調
査
を
し
て

い
ま
す
。
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た

市
職
員
が
家
屋
の
間
取
り
や
仕
上
げ

材
を
確
認
す
る
こ
と
や
、
宅
地
内
や

畑
な
ど
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
25
年

1
月
2
日
以
降
に
従
来
の
家
屋
を
取

り
壊
し
た
方
で
滅
失
登
記
が
済
ん
で

い
な
い
方
は
家
屋
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
課
税
課
土
地
係
・
内
線
1
2
1
6
、

家
屋
係
・
内
線
1
2
1
7

　

土
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
は
、
利
用
状
況
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
市
内
に
土
地
を
所
有

し
、
平
成
25
年
1
月
2
日
以
降
に
利

用
状
況
に
変
更
が
あ
り
、
次
の
事
項

に
該
当
す
る
方
は
、
住
宅
用
地
等
申

告
書
を
課
税
課
土
地
係（
市
役
所
1

階
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
申
告
書

は
同
課
同
係
で
配
布
）▽
業
務
用（
店

舗
・
事
務
所
な
ど
住
宅
以
外
の
用

途
）家
屋
を
住
宅
に
用
途
変
更
し
た

方
▽
住
宅
を
業
務
用
家
屋
に
用
途
変

更
し
た
方
▽
一
棟
の
家
屋
に
住
宅
用

と
業
務
用
の
部
分
が
あ
り
、
一
部
ま

た
は
全
部
を
用
途
変
更
し
た
方
▽
住

宅
用
地
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
月
極

駐
車
場
等
に
用
途
変
更
し
た
方
▽
月

極
駐
車
場
等
の
一
部
ま
た
は
全
部
を

住
宅
用
地
に
用
途
変
更
し
た
方

問
課
税
課
土
地
係
・
内
線
1
2
1
6

　

来
春
以
降
、
立
川
駅
北
口
に
は
、

集
客
力
の
あ
る
大
型
商
業
施
設
が

次
々
に
開
業
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

さ
ら
に
広
域
か
ら
訪
れ
る
人
々
が
増

え
る
こ
と
に
よ
る
駅
周
辺
の
交
通
渋

滞
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

立
川
商
工
会
議
所
と
市
は
、
駅
前

の
交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、

今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
が
有
効
で
あ

る
の
か
、
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
立
川
商
工
会
議
所
と

市
は
、
国
営
昭
和
記
念
公
園
な
ど
で

開
催
さ
れ
る
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン（
本
紙
12
面
に
掲
載
）に
合
わ
せ
、

次
の
通
り
社
会
実
験
を
行
い
ま
す
。

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド

　

立
川
駅
前
の
交
通
渋
滞
対
策
の
一

環
と
し
て
、「
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
」の

社
会
実
験
を
行
い
ま
す
。
今
回
の

「
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
」で
は
、
駅
周
辺

に
来
る
皆
さ
ん
に
少
し
遠
方
の
駐
車

場
に
車
を
停
め
、
そ
こ
か
ら
バ
ス
を

利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
駅
周
辺

の
自
動
車
を
減
少
さ
せ
る
交
通
対
策

を
行
い
ま
す
。

●
実
施
日　

12
月
14
日（
土
）・
15
日

（
日
）・
18
日（
水
）・
21
日（
土
）・
22

日（
日
）・
23
日（
祝
）の
計
６
日
間

●
対
象
駐
車
場　

国
営
昭
和
記
念
公

園
砂
川
口
駐
車
場
▽
駐
車
料
金（
普

通
車
８
０
０
円
）は
自
己
負
担
で
す

▽
駐
車
料
金
の
領
収
書
を
提
示
す
る

こ
と
で
無
料
送
迎
バ
ス
を
利
用
で
き

ま
す
▽
同
駐
車
場
は
午
前
9
時
30

分
に
開
場
さ
れ
、
午
後
６
時
30
分

（
予
定
）で
閉
鎖
さ
れ
ま
す
▽
駐
車

料
金
の
領
収
書
を
提
示
し
た
方
に

立
川
駅
周
辺
で
利
用
可
能
な
商
品

券（
1
0
0
0
円
）を
差
し
上
げ
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
バ
ス
ル
ー
ト　

左
地
図
の
通
り
▽

往
路
＝
国
営
昭
和
記
念
公
園
砂
川
口

駐
車
場
～
立
川
駅
北
口
▽
復
路
＝
立

住
宅
用
地
等
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す

生
産
緑
地
地
区
変
更
案
の
縦

覧
と
意
見
書
の
提
出

 「（
仮
称
）立
川
立
飛
商
業
施
設

計
画
」の
環
境
影
響
評
価
書
案

に
係
る
見
解
書
の
縦
覧
な
ど

社
会
実
験
を
行
い
ま
す

オープン
カフェ

━━ 往路
━━ 復路

駅
前
の
交
通
渋
滞
緩
和
と
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
て

土
地
・
家
屋
調
査
を
実
施
中

　

都
民
住
宅（
家
族
向
）の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。
募
集
戸
数
・
申
込
資

格
は
申
込
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
12
月
2
日（
月
）
～
10
日

（
火
）、市
役
所〔
総
合
案
内（
1
階
）と

住
宅
課（
2
階
）〕、窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー（
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
1
階
）、

東
部
・
西
部
・
富
士
見
・
錦
連
絡
所
、

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
立
川
窓
口
セ

ン
タ
ー（
曙
町
2
―34
―7
フ
ァ
ー
レ

イ
ー
ス
ト
ビ
ル
3
階
）で
配
布
し
ま

す
。

問
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン

タ
ー
☎
0
3（
3
4
9
8
）8
8
9
4

〔
土
曜
・
日
曜
日
は
除
く
〕、
市
住
宅

課
・
内
線
2
5
5
8

　

市
は
、
11
月
30
日（
土
）か
ら
た

ま
し
ん
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
ホ
ー
ル（
立

川
市
市
民
会
館
）の
指
定
管
理
者
を
、

立
川
市
地
域
文
化
振
興
財
団
か
ら
合

人
社
計
画
研
究
所
グ
ル
ー
プ
に
変
更

し
ま
す
。
当
グ
ル
ー
プ
は
隣
接
す
る

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
で
も
あ
り
、
た
ま
し
ん
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｕ

Ｒ
Ｕ
ホ
ー
ル
と
子
ど
も
未
来
セ
ン

タ
ー
の
一
体
的
な
運
営
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
電
話
番
号
や
貸
館
の
申
込

方
法
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
受
付
窓

口
の
移
転
時
期
等
は
、「
広
報
た
ち

か
わ
」12
月
10
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
地
域
文
化
課
・
内
線
２
６
３
７

都
民
住
宅
の
入
居
者
募
集

た
ま
し
ん
Ｒリ

ス

ル

Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
ホ
ー

ル（
立
川
市
市
民
会
館
）の
指
定

管
理
者
を
変
更
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12
月
１
日（
日
）～
７
日（
土
）、
平

成
25
年
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
５
つ
を
重
点
に
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
見
直
し
、
交
通
事
故
と
渋
滞

の
な
い
東
京
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
重
点
１
】子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止　

子
ど
も
の
飛
び
出
し

に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
死
者
数
は
、
全
交
通
事
故
死
者

　

特
に
最
近
は
、
市
役
所
職
員
な
ど

を
か
た
り
、「
医
療
費
の
還
付
金
が

あ
る
」な
ど
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に
行

く
よ
う
指
示
し
、
現
金
を
振
り
込
ま

せ
る
手
口
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
家
族
を
装
い「
会
社
の
お
金
が

入
っ
た
鞄
を
電
車
に
忘
れ
た
」な
ど
と

言
っ
て
動
揺
さ
せ
、心
配
し
た
家
族
か

ら
お
金
を
だ
ま
し
取
る
ケ
ー
ス
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

❶
還
付
金
等
詐
欺　

市
役
所
職
員
な

ど
を
か
た
り
、「
医
療
費
の
還
付
金
が

あ
る
」「
今
日
ま
で
な
ら
ま
だ
間
に
合

う
」な
ど
と
だ
ま
し
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
ま
で
誘
導
し
、入

金
手
続
き
と
偽
っ
て
、実
際
に
は
犯
人

ら
の
口
座
へ
送
金
操
作
さ
せ
る

❷
オ
レ
オ
レ
詐
欺　

あ
ら
か
じ
め

「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」と
電
話
を

か
け
、
後
日
、
仕
事
上
や
男
女
関
係

等
の
ト
ラ
ブ
ル
を
装
い「
金
が
必
要
に

な
っ
た
」と
連
絡
し
、
現
金
を
振
り
込

ま
せ
た
り
、「
代
わ
り
の
者
に
お
金
を

渡
し
て
」な
ど
と
伝
え
自
宅
を
訪
問

し
た
り
す
る
な
ど
し
、
現
金
を
だ
ま

し
取
る

❸
架
空
請
求
詐
欺　

は
が
き
や
メ
ー

ル
な
ど
に
よ
り
、「
有
料
サ
イ
ト
の

料
金
が
未
払
い
に
な
っ
て
い
る
」な
ど
、

架
空
の
事
実
を
口
実
に
料
金
を
請
求

し
、
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る

❹
融
資
保
証
金
詐
欺　

実
際
に
は
融

資
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、融
資
す

る
内
容
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど

を
送
り
、
申
込
者
か
ら
保
証
金
や
手

数
料
等
を
名
目
に
現
金
を
振
り
込
ま

せ
る

問
市
生
活
安
全
課
・
内
線
２
５
４
７
、

立
川
警
察
署
☎（
５
２
７
）０
１
１
０

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
さ
し
さ
が　

走
る
こ
の
街

　
こ
の
道
路

還
付
金
詐
欺
が
増
え
て
い
ま
す

「
母
さ
ん
、電
車
に
鞄
を
忘
れ
た
」

「
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
り
ま
す
」

５
千
万
円
を
超
え

る
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す（
９
月
末

現
在
）。

　

昨
年
市
内
で
被
害
額
が
合
計
２
億

円
を
超
え
た
振
り
込
め
詐
欺
。
今

年
は
昨
年
の
半
分
以
下
の
被
害
で
す

が
、
そ
れ
で
も
17
件
、
金
額
に
し
て
約

　

市
は
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
子
ど
も
の
安
全
と
地
域

の
防
犯
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。そ

の
一
環
と
し
て
自
動
車
の
側
面
に
掲

示
す
る「
防
犯
啓
発
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー

ト
」と
バ
イ
ク
や
自
転
車
の
カ
ゴ
に
掲

示
す
る「
防
犯
啓
発
プ
レ
ー
ト
」を
作

成
し
て
い
ま
す
。
掲
示
し
て
、地
域
の

安
全
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
緊
急
か
つ
重
大
な
事
象

に
遭
遇
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に

１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
に
所
在
し
、
主
に

振
り
込
め
詐
欺

市
内
で
自
動
車
や
バ
イ
ク
・
自
転
車
の

使
用
を
伴
う
業
務
を
行
う
事
業
者

●
募
集
期
間　

11
月
25
日（
月
）か
ら

〔
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
〕。

な
く
な
り
次
第
終
了
。

●
プ
レ
ー
ト
の
仕
様　

縦
20
㌢
㍍
、

横
30
㌢
㍍
、
黄
色
蛍
光
色（
上
写
真
）

●
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
の
仕
様　

縦

17
㌢
㍍
、
横
50
㌢
㍍
、
黄
色
蛍
光
色

（
左
写
真
）

申
生
活
安
全
課
生
活
安
全
係
・
内
線

2
５
４
６
へ

こんな電話は
詐欺です

自
動
車
用
防
犯
啓
発
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト

バ
イ
ク
・
自
転
車
用
防
犯
啓
発
プ
レ
ー
ト

掲
示
事
業
者
を
募
集

振
り
込
め
詐
欺
の

主
な
種
類（
手
口
）

●焦らない、確かめる　電話があったら、市
役所・家族などに事実を確認してください。ま
た、不審と思えばためらわず警察や市役所に
通報してください。
● ATMではお金をもらえない　ATMは、お
金を下ろしたり、他人の口座に振り込んだり
する機械です。いくら操作しても自分の口座
にお金が入ることはありません。
●合言葉と質問を決める　電話の声だけで
は家族本人かどうか見抜けないもの。過信は
禁物です。あらかじめ家族同士で合言葉を決
めたり、「飼っていたペットの名前」「嫌いな
食べ物」など、本当の家族でしか分からない
質問をしたりするのも被害に遭わないため
に有効です。
●いつも留守番電話に設定　犯人は自分の
言葉を録音されるのを嫌がります。最初から
留守番設定にしておけば、被害に遭う確
率は格段に減ります。

Ｊ
Ｒ
南
武
線
は
上
り
線
高
架
工
事
の
た
め
、
12
月
22
日（
日
）午
後
６
時
30
分
ご
ろ
か
ら
終
電
ま
で
、
立
川
～
登
戸
間
の
列
車
が
大
幅
に
運
休
と
な
り
ま
す

　

市
は
、
市
内
在
住
・
在
勤
で
市
内

の
防
犯
活
動
を
行
う
５
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
に
、
２
週
間
を
限
度
に「
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
用
品
」を
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。年
末
年
始
の
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

品
目
は
、
腕
章
、
ベ
ス
ト
、
誘
導

灯
、
拡
声
器
、
懐
中
電
灯
、
防
犯
ブ

ザ
ー（
左
写
真
）で
す
。
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
生
活
安
全
課
生
活
安
全
係
・
内
線

２
５
４
６

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
用
品
を

貸
し
出
し
ま
す

被害に遭わないためのポイント

数
の
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
▽
慣

れ
た
道
こ
そ
注
意
▽
目
立
つ
服
装
や

反
射
材
着
用
を

【
重
点
２
】自
転
車
の
安
全
利
用
の

促
進　

都
内
で
は
、
自
転
車
の
交
通

事
故
死
者
数
の
約
６
割
が
信
号
無
視

や
一
時
不
停
止
な
ど
の
ル
ー
ル
違
反

に
よ
る
も
の
で
す
▽
ラ
イ
ト
は
早
め

の
点
灯
を
▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を

▽
傘
差
し
、
飲
酒
運
転
、
運
転
中
の

携
帯
電
話
・
イ
ヤ
ホ
ン
使
用
は
禁
止

【
重
点
３
】飲
酒
運
転
の
根
絶　

都

内
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
死
亡
事

故
は
、
本
年
９
月
末
現
在
で
６
件
発

生
し
て
い
ま
す
▽「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な

い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」の
徹
底
を

▽
二
日
酔
い
も
飲
酒
運
転

【
重
点
４
】二
輪
車
の
交
通
事
故
防

止　

都
内
で
は
全
交
通
事
故
死
者
数

の
２
割
が
二
輪
車
で
す
▽
速
度
超
過
、

無
理
な
追
い
越
し
、
割
り
込
み
は
や

め
、
安
全
運
転
の
心
が
け
を

【
重
点
５
】違
法
駐
車
対
策
の
推
進

　

違
法
駐
車
は
渋
滞
の
発
生
源
と
な

る
ば
か
り
か
、事
故
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
▽
違
法
駐
車
を
せ
ず
、
短
時
間

で
も
駐
車
場
の
利
用
を
▽
外
出
す
る

と
き
は
あ
ら
か
じ
め
駐
車
場
の
確
認

を問
交
通
対
策
課
・
内
線
２
２
８
０

市内の小学生の協力を得て、ポスターを作成しました
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